
会員募集のお願い社会福祉法人
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会費の種類と金額は？
▼一般会員 １口 300円
（各世帯・個人）
※各区を通じてご協力いただいています。

▼賛助会員 １口 1,000円
（主に公職者）

▼特別会員 １口 3,000円
（企業や法人）

社協会員とは？
社協では、互いに支え合うという理念のも
と、会員制度を取っています。
幸田町社協では、「支え合い ともに生きる
まちづくり」をめざして様々な福祉活動を行っ
ています。すべての住民が社協会員となり、と
もに共同して地域福祉活動を推進するために、
会員を募集しています。



収入

支出

予算総額　178,416千円

介護保険事業
63,525（35.61%）

障害福祉サービス等事業　19,413（10.88%）

受託金　14,681（8.23%）

事業区分間等繰入金　5,873（3.29%）
会費　3,423（1.92%）

積立資産取崩　5,000（2.80%）
貸付事業　2,000（1.12%）

寄附金　1,500（0.84%）

その他の収入等　689（0.39%）

前期繰越金　8,800（4.93%）

町補助金、共同募金配分金
53,512（29.99%）

地域包括支援センター事業
51,508（28.87%）

障害相談支援事業　8,240（4.62%）

ホームヘルパー事業
21,323（11.95%）

地域福祉活動推進事業　10,626（5.96%）
居宅介護支援事業　6,933（3.88%）

見守り配食事業　6,720（3.77%）

成年後見支援センター事業　6,531（3.66%）

共同募金配分金事業　4,955（2.78%）

貸付事業　3,000（1.68%）

企画広報事業　1,416（0.79%）
ボランティア事業　864（0.48%）

福祉サービス利用援助事業　940（0.53%）

法人運営事業等
55,360（31.03%）

【単位：千円】

【単位：千円】

法人運営部門
１ 経営基盤の確保
２ 職員の資質向上

地域福祉活動推進部門
１ 第２期地域福祉計画・地域福祉活動計画の推進
２ 第１層生活支援コーディネーター業務の受託
３ 地域でのサロンやサークル活動への支援
４ ボランティアセンターの機能充実
５ 災害に対する備え
６ 福祉車両、福祉用具、レクリエーション用具などの貸出
７ 福祉実践活動者への費用助成
８ 福祉６団体事務局の運営、活動支援
９ 広報活動
10 赤い羽根共同募金配分金の有効活用

相談支援・権利擁護部門
１ 地域包括支援センターの受託
２ 成年後見支援センターの受託
３ 日常生活自立支援事業の受託
４ 各種貸付、相談事業の実施

介護・生活支援サービス部門
１ 見守り配食事業の実施
２ 居宅介護支援事業所の運営
３ 訪問介護事業所の運営
４ 相談支援事業所の運営

令和３年度 事業計画 および 資金収支当初予算
少子高齢化や核家族化、生活スタイルの多様化を背景に社会福祉を取り巻く課題は、孤立、貧困、ひきこも
り、虐待、DVなど多岐にわたります。さらには育児と介護を同時に担うダブルケアや働かない子と高齢の親が
同居する8050問題など複雑化、深刻化した課題を抱える世帯も多くあります。
国では地域共生社会実現に向けて新たな事業が創出され、今後市町村の実情に応じて体制が整備されます。
幸田町では重層的支援体制整備に関する検討が始まっています。本会としてもこれまでの経験と実績を踏まえ
ながら具体的な取組みの検討を進めます。また、今年度から地域包括支援センターが中学校区に１カ所ずつ設
置される計画があるため、既存の地域包括支援センターとして関係機関との連携や協働の中核を担うことが期
待されています。
これらの動向を踏まえ、個別支援を通じて地域とのつながりや社会参加の支援、多様なつながりが育つため
の地域づくりに取り組みます。昨年度に引き続き、新型コロナウイルス感染症の影響が続くことが予想される
ため、新しい様式での事業展開を考えるとともに、年齢や分野にとらわれない包括的な支援とサービスの提供
に努め、各部門が協力して諸事業を実施します。
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ご協力ありがとうございました
皆さんからお寄せいただきました募金は、愛知県共同募金会でまとめられ、幸田町の地域福祉の向上に、
また愛知県内の社会福祉事業に役立てられます。 （順不同・敬称略）

●戸別募金 …………4,486,450円
幸田町各地区の皆さん

●職域募金 ……………167,360円
幸田あけぼの第一幼稚園
幸田あけぼの第二幼稚園
たつみ第二幼稚園
ももの木保育園
リトルラビット保育園
幸田みやこ認定こども園
Kids schoolさくらんぼ幸田
ゆめのき保育園
幸田町役場
幸田町文化振興協会
幸田町シルバー人材センター
幸田町消防本部消和会
幸田町社会福祉協議会

●学校募金 ……………221,978円
坂崎小学校 幸田小学校
中央小学校 荻谷小学校
深溝小学校 豊坂小学校
幸田中学校 南部中学校
北部中学校 幸田高等学校

●その他の募金 ……………………………………………160,464円
○赤い羽根協力店
（協力店ご利用者さんからの募金、自販機設置店を含みます）
幸田町商工会 幸文堂ドリームウェイ㈱
幸田憩の農園 ドミー幸田店
ピアゴ幸田店 マックスバリュ幸田店
カメリア（町民会館内） 幸田郵便局
とうふや豆蔵幸田店 フィール幸田店
スーパーセンターオークワ幸田店 道の駅筆柿の里幸田
かべや歯科医院 わたなべ歯科医院
平野歯科クリニック 磯貝歯科医院
植田歯科医院 不破歯科医院
さかきばら歯科 いちかわ歯科
ふじえ歯科 あいみ歯科
うおずみ歯科 やまもと歯科醫院
つつじヶ丘 まどかの郷
メリーホーム幸田 株式会社ジェイエスピー

○個人 大橋正義

○幸田町老人クラブ連合会

○ボーイスカウト幸田第３団

○役場・中央公民館・図書館・社協窓口など

歳末たすけあい配分金事業報告
皆さんからご協力いただきました歳末たすけあい募金で、町内保育施設16施設への活動助成を行いました。

コロナ禍の中でも、クリスマス会などの行事や卒園・進級祝いのプレゼントに使われ園児たちのために広く活
用されました。

令和２年度 共同募金実績報告

募金額 5,036,252円
赤い羽根募金 4,784,252円
歳末たすけあい募金 252,000円
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と き ５月13日～10月７日 隔週木曜日（祝日を除く。） 午後１時30分～３時 全12回
ところ 高齢者生きがいセンター 他
対 象 町内在住の65歳から75歳までの人

主治医より運動制限を受けておらず、12回継続して参加できる人
（要支援・要介護認定者対象外）

定 員 10人 ＊先着順
講 師 理学療法士
参加費 300円（初回１回のみ）
申込み ４月９日（金）から地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込みください。

と き ５月18日～９月７日 毎週火曜日（８月10日を除く。） 午後１時30分～３時 全16回
ところ 岩堀老人憩の家
内 容 シナプソロジーのメソッドを活用し、「２つのことを同時に行う」「左右で違う動きをする」と

いった普段慣れない動きをして、認知機能の向上を目指します。
対 象 町内在住の65歳以上の人（要介護認定者対象外）
定 員 10人 ＊先着順
講 師 シナプソロジー アドバンスインストラクター
参加費 300円（初回１回のみ）
申込み ４月９日（金）から地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込みください。

と き ５月12日～10月13日 隔週水曜日 午前10時～正午 全12回
ところ 高齢者生きがいセンター
内 容 自分の状態を把握し、介護予防に取り組むために必要な「栄養」「運動」「口腔衛生」などの分

野の知識を各々の専門職から学ぶことにより、自立した生活を長く送ることを目指します。
対 象 主治医より運動制限を受けておらず、町内在住の65歳以上の人（要介護認定者対象外）
定 員 10人 ＊先着順
講 師 運動指導士、管理栄養士、歯科衛生士、保健師
参加費 300円（初回１回のみ）
申込み ４月16日（金）までに地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込みください。

地域包括支援センターだより

「からだメンテナンス教室」参加者募集
理学療法士が教える運動指導や健康運動講座などの教室です。

「脳いきいきエクササイズ教室」参加者募集
「今日が何日だったか忘れてしまった」「物を取りに行ったら、何を取りに行ったのか忘れてしまっ
た」など、心当たりはありませんか。
笑顔で、楽しく「脳」を活性化させて、認知機能の向上を目指しましょう。

「シニア元気アップ教室」参加者募集
これからの第２の人生を豊かにするため健康に必要な知識を学びましょう。
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と き ４月～令和４年３月 午前10時10分～11時10分 各会場月１回
内 容 体操、レクリエーションなど
対 象 おおむね65歳以上の人
参加費 無料
そのほか 送迎バスあり
申込み 参加を希望される人は、１週間前までに地域包括支援センター（電話62-7331）へお申し込

みください。なお、バス利用を希望される人は申込時に申し出てください。

と き 毎月第３金曜日
午後１時30分～３時30分

ところ 福祉サービスセンター２階会議室
（幸田町保健センター向かい側）

内 容 前半に介護などについて学び、後半
にご家族同士交流を行います。

申込み 新型コロナウイルス感染拡大を予防
するため、本年より事前予約制とし
ます。１週間前までに地域包括支援
センター（電話62-7331）へお申
し込みください。

ところ
中央公民館
市場公民館
高齢者ふれあいプラザ

第１回開催日
４月８日（木）
４月19日（月）
４月12日（月）

小学校区
荻谷学区
深溝学区
豊坂学区

ところ
坂崎公民館
大草老人憩の家
岩堀公民館

第１回開催日
４月７日（水）
４月22日（木）
４月15日（木）

小学校区
坂崎学区
幸田学区
中央学区

内 容
「認知症事業について」
交流・意見交換
「介護保険の利用について」
交流・意見交換
「服薬について」
交流・意見交換
「介護体験を学ぶ」
交流・意見交換
「音楽で気持ちをリラックスしよう！」
交流・意見交換
「介護現場からの提案」
交流会

とき
４月16日
５月21日
６月18日
７月16日
８月20日
９月17日
10月15日
11月19日
12月17日
１月21日
２月18日
３月18日

健康づくり・介護予防を応援する「げんきかい」参加者募集
ボランティアが主体となって、地元で交流を図れる機会を設け、健康的な生活が送れるよう介護予
防に取り組んでいる教室です。

幸田町認知症家族交流会を開催します
町内在住の認知症の人のご家族および認知症の疑いがある人のご家族の方、皆さんで交流を行いな
がら、一緒に認知症について学びましょう。

＊感染症や講師などの都合により日程や内容が
変更される場合もあります。

高齢者や介護に関する悩みや疑問など、なんでもお気軽にお問い合わせください
幸田町地域包括支援センター 電話62-7331
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幸田町社会福祉協議会では、ボランティアに関する保険をご案内しています。
申込みは幸田町社会福祉協議会の窓口で受け付けます。
印鑑（団体印、個人印ともに可）をご持参の上、窓口までお越しください。

ボランティア活動保険のご案内
加入対象者 ボランティア個人またはボランティアグループ
年間保険料 Ｃプラン

500円
800円

Ｂプラン
300円
500円

Ａプラン
250円
400円

基本プラン
天災プラン

補償期間 令和３年４月１日午前０時から令和４年３月31日午後12時まで
※中途加入の場合は加入手続きが完了した日の翌日午前０時から令和４年３月
31日午後12時まで

補償内容 ⑴ 傷害補償
事故例：ボランティア活動中に転んでケガをした。

ボランティア活動からの帰宅途中に自転車にはねられケガをした。
⑵ 賠償責任補償
事故例：介護ボランティア中に誤って車いすから利用者を落としケガをさ

せ、賠償責任を負った。

ボランティア行事用保険のご案内
対象となる行事 福祉活動やボランティア活動などを目的とする団体などが主催する行事
保険料 日帰行事 １日１人につき 30円～（参加人数20人以上から対象）

30円
136円
268円

清掃、研修会、リハビリ体操 など
マラソン、日帰りキャンプ、乗馬 など
空手、サッカー、相撲、ラグビー など

Ａ行事
Ｂ行事
Ｃ行事

現地集合行事 １日１人につき 30円～（参加人数20人以上から対象）
※事前に行事参加者全員が確定できなくても加入できますが、往復途上中の
事故は対象外です。
宿泊行事 １泊２日１人につき 231円～
※保険料は行事内容、宿泊日数により異なります。

補償期間 行事開催期間

詳しい内容については、パンフレットをご確認ください。
パンフレットは幸田町社会福祉協議会にて配布およびホームページにて掲載しております。

問合せ先 幸田町社会福祉協議会 電話62-7171

ボランティアだより
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理事会
第２回理事会／決議の省略
議事事項 給与規則の一部改正、令和２年度資金収支補正予算（第３号）、令和２年度第１回臨時評議員会

の招集
第３回理事会／３月４日
議事事項 令和３年度事業計画、令和３年度資金収支当初予算、令和２年度３月評議員会の招集

評議員会
第１回臨時評議員会／決議の省略
議事事項 令和２年度資金収支補正予算（第３号）
３月評議員会／３月12日
議事事項 令和３年度事業計画、令和３年度資金収支当初予算

幸田町社会福祉協議会 嘱託員・非常勤職員 の募集
●嘱託員
対象者 20歳から69歳までの人で、相談支援専門員、保健師、看護師、准看護師、社会福祉士、

介護福祉士または精神保健福祉士の資格を有している人
採用予定人数 若干人
勤務内容 相談支援業務（障がいのある人やそのご家族からの相談に応じ、各種サービスを紹介し、必

要に応じて連絡調整を行います。サービス等利用計画を作成するのも仕事の一つです。）
勤務場所 福祉サービスセンター
勤務期間 月曜日～金曜日（祝日および12月29日から１月３日を除く。）

午前８時30分～午後５時15分（内休憩時間60分）の範囲内で勤務する。
原則１日当たり７時間45分で、１週間当たり38時間45分とする。

賃金 月額220,000円～260,000円
提出書類 履歴書（３カ月以内に撮影した写真を貼付、市販のもので可）、資格証明書の写し
応募方法 随時、幸田町社会福祉協議会へ必要書類を提出してください。
そのほか 採用は書類審査および面接により決定します。

●非常勤職員
対象者 20歳以上の人で、介護職員初任者研修修了者相当、実務者研修修了者相当または介護福祉

士の資格を有している人
採用予定人数 若干人
勤務内容 ホームヘルプ業務
勤務場所 利用者宅
勤務期間 午前８時30分～午後５時15分の範囲内で月間勤務予定表で定める日
賃金 時給 平日 1,530円（採用後６カ月未満は1,500円）

土日・祝日など 1,710円（採用後６カ月未満は1,680円）
会議・研修 980円

活動手当 220円／回
提出書類 履歴書（３カ月以内に撮影した写真を貼付、市販のもので可）、資格証明書の写し
応募方法 随時、幸田町社会福祉協議会へ必要書類を提出してください。
そのほか 採用は書類審査および面接により決定します。

令和２年度 役員会等開催報告

社協だより ともに生きる 令和３年４月号07



見守り配食事業のご案内

★ 中央公園

保健センター

菱池菅田

役場

至
JR
幸
田
駅

幸田町社会福祉協議会

ご寄付紹介 R２.12.８～R３.３.３ （順不同・敬称略）

●現金 道の駅筆柿の里幸田 23,500円 アトリエジャスト近藤二吉 15,400円 ㈱石原組従業員一同 3,600円
親子文化を育てる会 2,000円 匿名 120,000円 匿名 1,000円 ありがとうございました

編集・発行

社会福祉法人 幸田町社会福祉協議会
〒444-0113 愛知県額田郡幸田町大字菱池字錦田82-4
電話（0564）62-7171 FAX（0564）62-7254
居宅介護支援事業所 電話（0564）64-1069
訪問介護事業所 電話（0564）83-7273
地域包括支援センター 電話（0564）62-7331
メール info@kotashakyo.jp

要介護１～５

要支援１・２

身体障害者手帳１・２級

療育手帳Ａ・Ｂ判定

精神障害者保健福祉手帳１・２級

75歳以上の方のみで構成されている世帯

月曜日から金曜日の中で最大週５回、昼食または夕食をお届けします。

１食あたり250円

申請書を幸田町社会福祉協議会へご提出ください。
申請書は社協窓口で配付もしくはホームページにて掲載しています。

幸田町社会福祉協議会（電話62-7171）

対 象

内 容

利用料

申込み

問合せ

見守り配食事業は、在宅でひとり暮らしの高齢者や障がい者などにお弁当を手渡しで
配達することで、安否の確認や健康で自立した生活を送ることができるよう支援する
ことを目的に行っています。

※隣接地に３親等以内
の親族が居住してい
る場合は対象外とな
ります。

ホームページ
http://kotashakyo.jp/

08この広報誌は、皆さんからの会費と赤い羽根共同募金の配分金によって作成しています。




